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　器質的消化器疾患診断のgold standardは生検や切除標本を用いた病理診断ですが、超拡大内視鏡観察に
よって直接生きた細胞や核の画像に基づくoptical biopsyが可能になってきました。
　共焦点レーザー顕微内視鏡、光学式接触型超拡大内視鏡が市販され、超拡大内視鏡がいよいよ実地臨床の場
でも利用されはじめています。組織を採取しないin vivoの超拡大内視鏡診断が、採取組織のex vivo病理診断に
どこまで迫れるか、どこが異なるかも明らかにする必要があります。
　消化管にとどまらず胆膵領域にも応用され、超拡大観察を用いたAI診断、炎症性腸疾患の治療効果判定や再燃
予測、さらには分子イメージング、癌以外の機能性疾患への応用など、様々な試みがなされています。
　一方、NBIやBLIなど薬剤や色素を用いない画像強調拡大観察は、発売以来10年を過ぎ、その簡便さゆえに今や
ルーチン検査と言ってもよい存在となっています。海外での拡大内視鏡の普及はまだまだですが、near focusは比較的
ポピュラーです。
　今回はもはや日常となりつつある拡大内視鏡の現状と今後の展望に関して皆さんで再学習し、活発な討議を行い
たいと思っております。多数の演題の御応募をお待ちしております。
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